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初
はじ

みぬ沖縄口
うちなーぐち

    和田晶子（我孫子市） 

 

我
わ

んねー、生


まれー、東
とー

京
ちょー

ぬ赤羽
あかばね

ん言


る所
くる



やいびーしが、中
ちゅー

学
がく

二
に

年
にん

生
しー

ぬ頃
くる

、千
ち

葉
ば

県
けん

ぬ我
あ

孫
び

子
こ

市
し

んかい家
やー

移
うち

ーっし、今
なま

んま暮
く

らちょーいびー

ん。 

 我
わ

んねー、大和
やま

ん人
ちゅ

やいびーしが、何
ぬー

んち沖
うち

縄
なー

口
ぐち

習
なら

いる如
ぐ

成
な

たがんち、御
う

話
はなし

うんぬきれーやーん思
うむ

とーいびーん。 

 我
わ

んねー、ゆちってーんそーる沖縄
うちなー

ぬ自
し

然
じん

、大
てー

概
げー

っし済
し

むさん言


る考
かんげ

ーん、あん言


る事
く

んかい趣
すー

味
み

ぬあ、沖縄
うちなー

にちー書
す

物
むち

読
ゆ

だい、東
とー

京
ちょー

ぬ銀
ぎん

座
ざ

な

かいある「わしたショップ」かい行


じ、沖
うち

縄
なー

物
むん

買
こー

た

い、又
また

、胴
ー

くる沖縄
うちなー

料
りょー

理
り

作
ちゅく

たいそーいびーん。 

あんし、ＣＤぬ付
ち

ちょーる沖縄
うちなー

口
ぐち

ぬ書
す

物
むち

買
こー

聞
ち

ちゃ

びたしが、むさっ分
わ

かいびらんたん。うれー、「ち

んぷんかんぷん」言


びーがやーたい。 

 なー、かんしぇー成
な

らんむん思
うむ

、なーん沖
うち

縄
なー

ぬ事
く

分
わ

かれーやーん思
うむ

、ちゃーさらー益
ま

しやがん

ち、考
かんげ

ーとーいびーたん。 

あんしーかんしーそーいびーねー、沖
うち

縄
なー

ん人
ちゅ

やいび

ーしが、我
わ

ん同士
 し

ぬ「東
とう

京
きょう

沖縄
おきなわ

県
けん

人
じん

会
かい

」から出


じと

ーる、「おきなわの声
こえ

」ん言


る新聞
しんぶん

見
み

し呉


みそー

ちゃん。 

うり読
ゆ

だく、「沖縄
おきなわ

語
ご

を話
はな

す会
かい

」ぬあん言


る事
く

ぬ

分
わ

か、「とー、くりやさ！」んち、うぬ会
い

んかい、恥
はじ

切
ち

り電
でん

話
わ

っし見
んー

じゃびたん。 

 勉
びん

強
ちょー

会
い

かい行


じ驚
うる

ちゃしぇー、 喉
ぬーー

弦
じる

ぬ間
ーだ

な

かいある、たばさくー、あったに息
いーち

出


じゃしん言
い

ちゃい、又
また

、あねーあらん如
ぐ

っし、出


じゃする発音
はつおぬ

ん

あん言
い

る事
く

やいびーたん。 

あきさみよー、なー、我
わ

んねー、初
はじ

みやいびーく

、「わー」ん「ー」ん諸
むる

ぬ如
ぐ

っし聞
ち

かりやび

ーたる。 

我
わ

んねー、家
やー

かい帰
けー

いがちー、「わー、ー、わー、

ー、・・」っし、稽
ちー

古
く

さびたしが、ぬ音
う

出


じゃ

しゆーさびーたる。 

今
なま

ー、いー音
う

ぬ変
か

わゆん言


し、聞
ち

ち分
わ

きゆーさび

ーしが、発音
はつおの

ー難
むちか

さいびーん。 

なー一
ー

ちぇー、御
う

話
はなし

する場
ばー

に声
ー

上
あ

ぎたい、下
さ

ぎたい

さびーしぇーやーたい。うりん難
むちか

さいびーん。 

我
わ

んが沖縄
うちなー

口
ぐち

っし御
う

話
はなし

しーねー、大和
やま

口
ぐち

風
ふー

儀
じ

っし、

異
い

風
ふー

な言
く

葉
ば

成
な

聞
ち

かりーる筈
はじ

どーやーんち、御
ぐ

無
ぶ

礼
りー

成
な

てーらんがやーん思
うむ

とーいびーん。 

うりから、「単
たん

語
ご

の活用
かつよう

」ん言


しがあいびーしぇー

やー。うりん大
でー

事
じ

やいびーん。 

今
なま

習
なら

たしん、けー忘
わし

たい、なー、年
し

取


たがやーん

、思
うむ

たいそーいびーん。あんしが、勉
びん

強
ちょー

会
い

てー、

我
わ

んねー、若
わか

さる中
なーか

なかい入
い

っちょーいびーん。 

 沖縄
うちなー

ぬ言
く

葉
ば

ん言


しぇー、五
ご

十
じゅー

音
おん

やか、なーん

音
う

ぬちゃっさんあん言


る事
く

ぬ分
わ

か、沖縄
うちなー

ぬ言
く

葉
ば
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ー、一杯
いっぺー

ゆちくにあ、奥
うーく

ぬ深
ふか

ささやーん思
うむ

、

肝
ちむ

打
う

たっとーいびーん。 

 去
く

年
じゅ

ぬ四
しん

月
ち

に、沖縄
うちなー

かい行


じ来
ち

ゃーびたん。五
ぐ

年
にん

前
めー

にん行
い

ちゃびたしが、去
く

年
じょ

ー、二
に

回
い

目
みー

やいびーたん。 

糸
いちゅ

満
まん

乗
ぬ

たるタクシーぬ運転手
うんてんしゅ

んかい、「我
わ

んね

ー、沖縄口
うちなーぐち

勉
びん

強
ちょー

そーいびーんどー。」ん言
い

ちゃく

、六
るく

十
じゅー

びけーん成
な

いるうぬ運
うん

転
てん

手
しゅ

ぬ、嬉
うっ

さしみそ

ーち、沖
うち

縄
なー

口
ぐち

習
なら

ーち呉


みそーちゃん。又
また

､テストんさ

っ無
ね

ーやびらん。うぬっ人
ちょ

ー、家
やー

てー沖
うち

縄
なー

口
ぐち

使
ちか

と

ーる風
ふー

儀
じ

やいびーたん。 

なー、タクシーぬ中
なーか

、一杯
いっぺー

ーりきさいびーた

ん。 

 沖縄
うちなー

かい行


じ買
こー

い物
むん

しーに、沖縄
うちなー

口
ぐち

使
ちか

いねー、砂
さー

糖
たー

油
あんだ

揚
あ

ぎーぬ添
し

ー分
ぶん

小
ー

ぬ、ーらりゆん言


る話
はなし

聞
ち

ちょーいびーたく、まちや小
ー

かい行


じ、あーさ買
こー

、「にーでーびる。」ん、うんぬきやびたん。あ

んしが、「こちらこそ。」ん言


びーたる。あきとー

なー、添
し

ー分
ぶん

小
ー

ーゆんち、たるがきとーたるむん

ぬ、だー、みーーー成
な

無
ね

ーやびらん。 

あんやいびーしが、我
わっ

達
たー

あんまーが、ちゅけー隣
ない

ぬ

スーパーマーケット、「沖
おき

縄
なわ

物
ぶっ

産展
さんてん

」ぬあいに、

まぬっ人
ちゅ

んかい「うちの娘
むすめ

は、沖
おき

縄
なわ

の言
こと

葉
ば

を習
なら

っ

ているのよ。」ん言
い

ちゃんたい。 

あんさく、添
し

ー分
ぶん

小
ー

ーたんち、持
む

っち来
ち

ぇーい

びーたん。 

あきさみよー、下
しちゃ

心
ぐくる

ぬ分
わ

かいがさびたら、我
わ

んが言
い

ーねー、何
ぬー

ん無
ね

ーやびらんたん。ゆーさねー、我
わ

ん肝
ちむ

内
うち

ぬ分
わ

からったがやーんち、斟
しん

酌
さく

そーいびーん。 

なー、ちゃー誠
まく

な心
くくる

持
むち

っし、物
むの

ー言


るむんやん思
うむ

やびたん。 

 沖縄
うちなー

かい行


じ分
わ

かたる事
くと

ー、我
わ

んねー、相
えー

手


から御
う

話
はなし

諸
むる

聞
ち

ちゅしぇー、難
むちか

さんぬ事
く

ぬ分
わ

かやびたん。 

あんすく、なーん勉
びん

強
ちょー

っし物
むぬ

語
がたい

しゆーする如
ぐ

さんだれー成
な

らん思
うむ

とーいびーん。 

沖縄
うちなー

旅
たべ

ー、只
ただ

見
んー

ち歩
あっ

ちゅるうっぺーあらん、沖縄
うちなー

口
ぐち

っし、御
う

話
はなし

すん言


る 趣
うむむち

持
む

っち行


じゃく、

一杯
いっぺー

ー旅
たび

成
な

いびたん。 

 
 
 
 
 
 

紙
かび

芝
しば

居
い

               國吉（眞）（川崎市） 

 

 我
わ

んねー、沖縄
うちなー

かい行
い

ちゅる場
ばー

ねー、老
ろー

人
じん

ホーム

かい行


じ、沖縄
うちなー

口
ぐち

っし、ゆんたくんたくすしが何
ぬー

や

かん楽
たぬ

しみやいびーん。 

八
はち

十
じゅー

五
ぐー

から九
く

十
じゅー

余
あま

い成
な

みしぇーるしーじゃ方
かた

ぬ御
う

話
はなしぇ

ー、本当
ふんとー

ぬ沖縄口
うちなーぐち

やいびーん。今
なま

、沖縄
うちなー

口
ぐち

っし

書
か

かっとーる書
す

物
むち

、うりから、新聞
しんぶぬ

んでー読
ゆ

むしが、

ばっぺーん満
まん

、沖縄
うちなー

口
ぐち

っし書
か

かっとーんねーさび

ーしが、異
い

風
ふー

な沖縄
うちなー

口
ぐち

成
な

、何
ぬー

がやら肝
ちむ

んふじゃび

らん。 

あんすく、うり読
ゆ

むしやか、老
ろー

人
じん

ホームかい菓
ー

子
し

小
ー
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持
む

っち行


じ、まじゅん噛
か

みがちー、御
う

年
し

寄
ゆい

ぬ達
ちゃー

御
う

話
はなし

すしぇー、じょーや益
ま

しやいびーん。 

 此間
くねーだ

ー、沖縄
うちなー

口
ぐち

さーに書
か

ちぇーる紙
かび

芝
しば

居
い

持
む

っち行


じ、芝
しば

居
い

さびたん。 

十
じゅー

人
にん

びけーん揃
すり

、芝
しば

居
い

すんちやたるむんぬ、なー

ん入
い

っ呉


りんち、後
あ

ぬうじゅめー、二
に

十
じゅー

人
にん

余
あま

い

成
な

無
ね

ーやびらん。 

声
ー

やマイク使
ちか

いねー済
し

むしが、なー、絵
ー

やＢ
びー

４
よん

サイ

ズやいびーたく、じゃーー成
な

いびたん。かーま

くしぬっ人
ちょ

ー、絵
ー

ぬ小
くー

さぬ見
み

ーらんたる風
ふー

儀
じ

やいび

ーたん。 

芝
しば

居
い

ぬ 話
はなしぇ

ー、「天
ん

ぬっ人
ちゅ

『ー嫁
ゆみ

』」やいびーたん。 

此
く

れー、大和
やま

ぬ昔
んかし

話
ばなし

やいびーしが、沖縄
うちなー

口
ぐち

んか

い直
のー

しーねー、沖縄
うちなー

ぬ組
くみ

踊
い

、朝
ちょー

薫
くん

ぬ五
ぐ

番
ばん

「銘
み

苅
かる

子
しー

」

んかい似
に

ちょーいびーく、御
う

年
し

寄
ゆい

ぬ達
ちゃー

ぬ中
なーか

なか

い、良
ゆ

ー分
わ

かみしぇーるっ人
ちゅ

んめんしぇーびーたん。 

終
う

わから茶
ちゃ

請
わ

き噛
か

みがちー、ゆんたくんたくさ

びたん。 
 

前
めー

女
ゐなぐ

「兄
にー

さのー、何処
ま ー

から来
ち

ゃが。」 

國
くに

吉
し

「大和
やま

から来
ち

ゃーびたん。」 

前
めー

女
ゐなぐ

「大和
やま

ん人
ちゅ

やる。」 

國
くに

吉
し

「あらんさい。沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

やいびーんどー。」 

前
めー

女
ゐなぐ

「沖縄
うちなー

口
ぐちぇ

ー、良
ゆ

ー覚
うび

とーさやー。」 

國
くに

吉
し

「うー。我
わ

んねー、墨
しめ

ー、出


来
き

らんぬー成
な

、学
がっ

校
こー

てー、諸
むる

沖縄
うちなー

口
ぐち

やいびーたる。あんすく

、先
しん

生
しー

んかい鞭
ぶち

小
ー

さーに、ちゃーすぐらっと

ーいびーたん。 

あんしが、我
わ

んが望
ぬじゅ

どーる女
ゐなぐ

先
しん

生
しー

前
めー

てー、

性
そー

入
い

らーふーなーっし、普
ふ

通
つー

語
ご

使
ちか

とーいびー

たん。（笑）」 

前
めー

女
ゐなぐ

「兄
にー

さのー、すくちな者
むん

やっさー。（笑）」 

 
 
 
 
 
 
 
 
豊見城市内の介護付有料老人ホーム「うえた」で 

 

会報に出てきた語句の説明 

（沖縄語辞典、広辞苑による） 
・ま：そこで。そちらで。 
・うんぬきゆん：申し上げる。目上に言うことの敬語。 
・ゆちってーん：ゆったりと。ゆうゆうと。 

・胴
ー

くる：自分で。 

・あんし：そうして。 
・むさっ：毛頭。少しも。 

・かんしぇー成
な

らん：こんなにしてはいけない。 

・なーん：もっと。さらに。 
・ちゃーさらー：どうしたら。 
・あんしーかんしー：ああしたりこうしたり。 
・とー：さあ。それ。気合を入れる声。 

・恥
はじ

切
ち

りゆん：恥知らずである。臆面もなく、ずうず

うしい。 
・くーゆん：閉じる。 

・ 喉
ぬーー

弦
じる

：声帯。 

・たばさ：間。物体の間の狭いすき間をいう。 
・あったに：にわかに。いきなり。 

・ぬ如
ぐ

：同じように。 

・～がちー：ながら。つつ。 
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・帰
けー

いがちー：帰りながら。 

・ぬ音
う

：同じ音。 

・～ゆーすん：～することができる。 

・出


じゃしゆーすん：出すことが出来る。 

・いー：少しは。 
・ちゃっさん：いくらでも。 
・ゆちく：豊か。 

・肝
ちむ

打
う

たりゆん：心を打たれる。感動する。 

・びけーん：ばかり。 
・うぬ：その。 
・ーりきさん：面白い。楽しい。 

・添
し

ー分
ぶん

：おまけ。 

・～小
ー

：小さいことを表し、またその愛称となる。 

・ーゆん：もらう。 
・ーらりゆん：もらえる。 

・まちや小
ー

：小店。 

・あーさ：海草の名。青海苔の一種。あおさ。 
・あきとーなー：おやまあ。あらまあ。驚いた時、失

敗した時などに女のいう語。 
・たるがきゆん：当てにする。頼みにする。 
・だー：①物を尋ねる時用いる。おい。ねえ。 
    ②物を請求する意を表す。 
    ③失敗した時にも使う。 
・みーーー：失望感・羞恥感などにおそわれて、

目がほてるように感ずること。 
・あんまー：母。おかあさん。 

・ちゅけー隣
ない

：隣近所。 

・ゆーさねー：多分。 

・肝内
ちむうち

：内心。 

・斟
しん

酌
さく

：反省。 

・うっぴ：その大きさ。それだけの（量）。 

・ 趣
うむむち

：用向き。目的。 

・ゆんたくんたく：むやみにしゃべること。 

・しーじゃ方
かた

：年上の人たち。先輩たち。 

・ばっぺーゆん：間違える。間違う。 

・肝
ちむ

んふがん：満足しない。 

・あんすく：それだから。だから。 
・うり：それ。そのこと。 
・まじゅーん：一緒（に）。共（に）。 
・じょーや：とても。とうてい。 

・後
あ

ぬうじゅみ：とどのつまり。結局。 

・じゃーー：しまつにおえないこと。 
・かーま：遠方。遠く。 

・かーまくしぬっ人
ちゅ

：遠く後方の人。 

・ー嫁
ゆみ

：お嫁さん。他家の嫁の敬称。 

・すぐらりゆん：しごかれる。なぐられる。 

・墨
しみ

：墨。学問。 

・望
ぬじゅ

むん：望む。惚れる。 

・性
そー

入
い

らー：利口者。賢い者。 

・ふーなー：真似。ふり。 

・すくちな者
むん

：ひょうきん者。おどけ者。 

 

＊本文では、語句は活用されていますので、ここに示しました語句

とは必ずしも一致しておりません。 

事務局から 

 １２号をお届けいたします。 
今回は、和田晶子さんから面白い体験談を寄せていた
だきました。編集している時、楽しくなりました。み
ーーーしている様子が目に浮かび何度も笑いま
した。 
彼女から沖縄口で書いた葉書やお手紙などをいただ
くことがあります。少し訂正する時もありますが、完
璧なうちなーぐちのときもあり、ありがたく思ってお
ります。 
家へ帰るとき、「わー、ー、わー、ー、・・・」し
ている姿が見えるようで嬉しくなりました。 
 この会報は、沖縄語にご関心があれば、どなたでも
投稿できます。 
原稿は趣旨を変えないで、手直しをする場合がありま
すので、ご理解を賜りますようお願いします。 
そして大変恐縮ですが、原稿料はお支払いできません
ので、会報を寄贈して薄謝に代えさせていただきます。 
 多くの方々に私どもの活動を知っていただくため、
ホームページの内容を絶えず更新しております。また
沖縄語教育支援文庫も開設しております。パソコンを
お持ちの方は、どうぞご覧下さいませ。 國吉（眞） 



                   沖縄文字一覧と用例 
赤い字はこの号で使った字です 

[tu]  い（鳥）、う （音）、みー （夫婦） 
 

と[to]  とーふ（豆腐）、とーばる（桃原） 

[hwe] ー（南）、に ーでーびる（有難うございます） 

 

へ[he]  へい（おい「目下への呼びかけ」） 

[du]  し（友人）、や （宿）、 ー（自分） 

 

ど[do]  どーぐ（道具）、まんどーん（たくさんある） 

[ ja]＊ ー（君、お前）、 ん（言わない） 

 

や[ ja]  やー（家）、やん（である） 

[ti]  ーち（一つ）、 ーだ（太陽）、 ん（空） 

 

て[te]  てーく（太鼓）、てーしち（大切） 

[ ju]＊ ん（言う） 

 

ゆ[ ju]  ゆんたく（おしゃべり） 

[di]  ふ （筆）、ぬー ー（喉）、 きやー（秀才） 

 

で[de]  でーじ（大変なこと）、ちょーでー（兄弟） 

[ jo]＊ ーいー（おさな子） 

 

よ[ jo]   よーんなー（ゆっくり） 

[kwa] じ（火事）、 っちー（ごちそう） 

 

か[ka]  かじ（風）、かんない（雷）、かーま（遠方） 

[ wa]＊ ー（豚）、 ーちち（天気） 

 

わ[ wa]  わーむん（私のもの） 

[gwa] にん ん（念願）、 んく（頑固） 

 

が[ga]  がんちょー（眼鏡、めがね）、しがた（姿） 

[ wi]＊ ー（上）、 ーりきさん（面白い） 

 

ゐ[ wi]  ゐきが（男）、ゐなぐ（女） 

[kwi] ー（声）、さっ ー（咳）、 ゆん（呉れる） 

 

き[ki]  きー（木）、きゆん（蹴る）、きぶし（煙） 

[ we]＊ ーきー（金持ち）、 んちゅ（ねずみ） 

 

ゑ[ we]  ういゑー（お祝）、わじゃゑー（災い） 

[gwi] ーく（越来「地名」） 

 

ぎ[gi]  かーぎ（容ぼう） 

[ N]＊  み（梅）、 に（稲）、 なじ（うなぎ） 

 

ん[ N]   んに（胸）、んみ（嶺井「地名」）、んな （港） 

[kwe] ー（鍬）、からじ ー（髪きり虫） 

 

け[ke]  けー（かゆ）、ちけー（使者） 

[ i]＊  ん（縁）、 だ（枝） 

 

い[ i]   いん（犬）、いーび（指）、いちゅん（行く） 

[gwe] ったい（ぬかるみ） 

 

げ[ge]  げー（害）、にげー（願い） 

[ u]＊  （夫）、 ーじ（さとうきび） 

 

う[ u]   う （音）、うーび（帯） 

[hwa] ー（葉）、なー （那覇） 

 

は[ha]  はる（畑）、はぎもー（荒地） 

[ e]＊△ ーま（八重山）、 ーじ（八重洲） 

 

え[ e]△  えーさち（あいさつ）、えーじ（合図） 

[hwi] じゃい（左）、 ー （いるか） 

 

ひ[hi]  ひやみかすん（えい、と言う） 

お[ o]   おーじ（扇）、おーさん（青い） 

 

を[ o]   をーじ（王子）、をーれー（往来） 

[ ]内は沖縄語辞典による読み方  [ ]は声門破裂音のあること、[ ]は声門破裂音のないことを示す。     
＊ は単語の語頭だけに用います。語頭以外では用いません。 
       例 ○ い（鳥）、×     
△ 音の出だしに、僅かにｉをひびかせます。 （自由使用とされていますので、使用許可は要りません。） 




